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表紙の写真
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はじめに

我が国の歴史上，まれにみる大きな被害をもたらした東日本大震災の発

生から，３年が経過いたしました。

大地震・大津波による被害に加え，福島第一原子力発電所で発生した事

故は，国民生活はもとより我が国の政治・経済にも大きな影響を及ぼしま

した。

特に，福島第一原子力発電所事故による大量の放射性物質の環境への放

出は，国民に大きな不安を与えたところであり，農林水産業や観光業等に

対する風評被害は未だに根強いものがあります。

さらに，福島第一原子力発電所における汚染水の問題をはじめ，放射性

物質を含んだ焼却灰や除染に伴う土壌等の処分の問題など，解決すべき課

題は山積しております。

こうした中で，国は，平成２４年９月に原子力規制委員会を新たに設置

し，同委員会は早速，原子力災害対策指針を策定するとともに，平成２５

年７月には原子力発電所に係る新規制基準を施行するなど，事故の反省を

踏まえた防災対策や原子力施設の安全対策の見直しを進めております。

福島第一原子力発電所事故は依然として収束しておりませんが，事故が

本県にもたらした影響や事故への初動対応等について記録を残し，本県の

防災対策強化につなげていくことは大変意義深いものと考えております。

本書が，先に作成した地震・津波災害編とともに，原子力関係者や防災

関係者のみならず広く県民の皆様にも活用され，災害に強い安全・安心な

県土づくりの一助となれば幸いです。

平成２６年３月

茨城県知事 橋本 昌
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